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令和5年7月14日（金）

第22回海域活断層評価手法等検討分科会

海活22参考資料1



本日の審議の流れ

1. 海域活断層の評価方針の確認

a. 前回審議レビュー

b. 信頼度の評価方針の確認

c. 特性表（案）の確認

2. 前回の個別断層審議で頂いたご意見への対応

（断層①香住沖断層、断層②万十北断層）

3. 個別の断層の評価に関する審議

（断層④～できるところまで）
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1.海域活断層の評価方針の確認
a. 前回審議レビュー

前回の審議において、評価方針を

以下のように取りまとめた。

評価項目 ご確認いただいた評価方針 頂いたご意見と対応

①評価対象断層の選定基準 • 日本海南西部の手法を踏襲

②活断層の可能性のある構造の取

扱い

• 陸域の活断層の地域評価と同様に、

付表として整理

③断層の位置

（トレース）の決め方

• 日本海南西部の手法を踏襲

④断層トレースの端点の信頼度に

ついて

• 日本海南西部の手法を踏襲

⇒測線間隔の確認（P6～で説明）

⑤評価単位区間の設定基準 • 日本海南西部の手法を踏襲

⑥海域活断層の命名 • 日本海南西部の手法を踏襲

⑦活動時の地震規模の推定方法 • 日本海南西部の手法を踏襲

⑧基準面と垂直変位量の読み方お

よび平均変位速度の算出方法

• 基準面は日本海南西部と同じく

Q1層等とする

• 日本海南西部と同様、縦ずれの変

位から平均変位速度を計算

（ただし計算手法は今後審議）

• 陸に近い断層では、海

成段丘の高度等も変位

速度の推定に使用でき

る場合あり。

→使えるものは使っていく

⑨1回のずれの量の推定方法 • 日本海南西部の手法を踏襲 3



1.海域活断層の評価方針の確認
a. 前回審議レビュー

前回の審議において、評価方針を

以下のように取りまとめた。

評価項目 ご確認いただいた評価方針 頂いたご意見

⑩断層のずれの向き

と

種類（断層のすべり

角）の推定方法

• 断層の種類について大まかに

分類しておき、個別の断層に

ついて審議が終わった段階で、

すべり角の扱いを検討予定

• 横ずれ断層と逆断層が混在す

る海域の取扱いは今後審議

• 評価海域で発生した過去の地震の発震機構解

などをレビューし、日本海南西部のときと同

じ手法で横ずれ／縦ずれ比を適用。

• ただし、反射断面や地質学的・地形学的デー

タから純粋な逆断層と推定可能な断層につい

ては、横ずれ成分が含まれることを想定する

必要はない。

• ずれの向きと種類の表記方法は８分類で良い。
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８分類

日本海南西部の横ずれ／縦ずれ比の推定手法日本海南西部の横ずれ／縦ずれ比の推定手法



1.海域活断層の評価方針の確認
a. 前回審議レビュー

前回の審議において、評価方針を

以下のように取りまとめた。

評価項目 ご確認いただいた評価方針 頂いたご意見

⑪断層面の下端の深さの

決め方

• 十分な地震活動があれば、それに基

づいて下限の深さを推定

• 地震活動が低調の場合は、日本海南

西部と同様の考え方で下限の深さを

推定

• 重力探査、地殻変動等の

データも考慮すべき。

• 震源深さに基づいて下端深

さを決める際に、震源深さ

の信頼性（精度）を確認す

る必要あり。

• 【参考】武田ほか（2014、

日本海PJ報告書）のD90

⑫評価対象海域の設定と

区域分け

• 横ずれ断層と逆断層が混在する海域

が存在するため、西から海域全体を

一通り審議してから検討予定
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約4 km

約6 km

日本海南西部

• 断層端点について、反射法地震探査測線の格子間隔が 5 km 程度以下の領域内にある断層端点の信頼度を○とし、

それ以外は△とした。

1.海域活断層の評価方針の確認
b. 信頼度の評価方針の確認

「④断層トレースの端点の信頼度」については、日本海南東部における測線の格子間隔を

確認した上で、日本海南西部の手法を踏襲することとしたいが、よろしいか
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約3 km

約6 km

海活22参考資料5(岡村主査資料)を加工
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• 断層トレースについては、両端の断層端点の信頼度が○であれば、断層トレースの信頼度を○とし、それ以外は

△とした。また、島根半島から隠岐諸島周辺及び対馬周辺から五島列島北方沖の断層トレースの認定では、電力

会社等による調査によって得られた反射断面を用いたが、利用可能な反射断面の分布密度がやや低いことから断

層トレースの信頼度を△とした。※灰色アミカケ部は、評価対象海域の特徴に合わせて、審議が進んだ段階で記載を検討する。

• 断層の傾斜については、反射法地震探査で深部の断層形状が確認されている場合には〇、確認できない場合には

△とした。

• 起震断層を分割する目安は、起震断層の長さが 40 km 程度を超える場合とした（地震調査研究推進本部地震調

査委員会長期評価部会, 2010）。ただし、本評価対象海域では活断層の活動履歴がほとんど明らかになっておら

ず、また断層トレースの詳細な形状は明らかになっていないことから、「評価単位区間」の区間境界の設定は、

断層周辺の地質構造や重力異常の分布など、様々な間接的な情報も活用して判断した。そのため、評価単位区間

の信頼度はすべて△とした。

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）2022より

• 変位基準面の垂直変位量（累積した上下変位量）は、正確性を期すため反射断面図の時間軸（往復走時）で読み

取った値を記載している。中期更新世の地層の基底を基準面とし、それに相当する反射面から読み取った場合は

信頼度を△とした。中期更新世に相当する地層が欠如し、より古い地層を基準面とした場合は信頼度を▲とした。

また、変位基準面とする地層が欠如していたため近隣断層から類推した場合は信頼度を付さないこととした。

• 基本的に日本海南西部の考え方を踏襲でよいか
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1.海域活断層の評価方針の確認
b. 信頼度の評価方針の確認（断層の端点以外）

論点
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1.海域活断層の評価方針の確認
c. 特性表（案）の確認

公表する特性表については、基本的に日本海

南西部のものを踏襲する。

●位置と発生確率（日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版） p.8より）

●特性表（同 p.9より）
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1.海域活断層の評価方針の確認
c. 特性表（案）の確認

公表する特性表については、基本的に日本海

南西部のものを踏襲する。

●平均変位速度、平均活動間隔（日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版） p.56より）

●地震発生確率（参考） （同p.57より）
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1.海域活断層の評価方針の確認
c. 特性表（案）の確認

公表する特性表については、基本的に日本海

南西部のものを踏襲する。

●海域の短い活断層（位置と長さのみ）

（日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版） p.54より）



この審議用の特性表に従って審議を行う。

評価した海域活断層の位置と評価地域で発生する地震の発生確率
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1.海域活断層の評価方針の確認
c. 特性表（案）の確認

本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

後日審議いただきたい事項
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1.海域活断層の評価方針の確認
c. 特性表（案）の確認

本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

中略

この審議用の特性表に従って審議を行う。

評価対象の海域活断層帯の特性（1）

後日審議いただきたい事項
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1.海域活断層の評価方針の確認
c. 特性表（案）の確認

この審議用の特性表に従って審議を行う。

評価対象の海域活断層帯の特性（2）

本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

後日審議いただきたい事項

中略
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1.海域活断層の評価方針の確認
c. 特性表（案）の確認

この審議用の特性表に従って審議を行う。

海域の短い活断層の位置

本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

※短い活断層（5km～20km未満）は端点の位置のみ掲載

後日審議いただきたい事項



（赤字は海活21で頂いたご意見）

① 香住沖断層 → 海域の短い活断層とする

• 反射断面1d 近くの、西側の南北測線の断面を確認（傾斜の確認）

→海活22参考資料5 p.3 断面1c

② 万十北断層 → 海域の短い活断層とする

• 反射断面2a の緩やかな向斜構造が、北東側の反射断面2bの延長上に位置するか

を確認（2a測線上に端点を置くか）

→海活22参考資料5 p.5 断面2a

• 反射断面2e の確認（断層トレースを繋ぐか雁行させるか）

→海活22参考資料5 p.5 断面2e

③ 琴引浜沖断層 → 評価対象としない（断層トレース案から削除）

2a測線上には端点を置かないこととしてよろしいか。
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２．前回の個別断層審議で頂いたご意見への対応

（断層①香住沖断層、断層②万十北断層）
端点の位置は

海活22参考資料3 p.4



評価した海域活断層の位置と評価地域で発生する地震の発生確率
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３．個別の断層の評価に関する審議
（断層④～できるところまで）

本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

後日審議いただきたい事項

断層トレースを審議

（再掲）

この審議用の特性表に従って審議を行う。

海活22参考資料5（岡村主査資料）を中心に活用し審議を行う。

その他の参考資料は、お手元の資料を適宜参照されたい。（希望に応じて画面投影する）
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本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

評価対象の海域活断層帯の特性（1）

後日審議いただきたい事項

３．個別の断層の評価に関する審議
（断層④～できるところまで）

（再掲）

この審議用の特性表に従って審議を行う。

反射断面から読み取れることがあれば

記載(純粋な逆断層と言えそうか、等)

反射断面から読みとれる

ことがあれば記載

断層の「種類」 断層面の傾斜方向
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評価対象の海域活断層帯の特性（2）

本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

後日審議いただきたい事項

３．個別の断層の評価に関する審議
（断層④～できるところまで）

（再掲）

この審議用の特性表に従って審議を行う。

中
略

どの層準を基準面とするか(Q1層など)、

付近の断層の平均変位速度を仮定するか

どの反射断面を使用して

垂直変位量を読み取るか

基準面年代 垂直変位量
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海域の短い活断層の位置

本日審議いただきたい事項

計算等により自動で決まる事項

※短い活断層（5km～20km未満）は端点の位置のみ掲載

断層トレースを審議

後日審議いただきたい事項

３．個別の断層の評価に関する審議
（断層④～できるところまで）

（再掲）

この審議用の特性表に従って審議を行う。


